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イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
達
と
海
運
政
策
(二)

l
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田

浩

κ乙

郵
便
補
助
金
政
策
の
背
景

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
、
上
記
郵
船
会
社
に
郵
便
補
同
金
の
支
給
と
い
う
方
法
に
上
っ
て
、
な
ぜ
前
節
に
み
た
よ
う
な
手
厚
い
保
護
士
あ

た
え
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
郵
便
運
送
契
約
の
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
最
初
の
ベ
エ
ン
ジ
ュ
ヲ
会
社
白
契
約
を
み
よ
う
。
モ
己
に
は
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
航
路
(
お
よ
び
寄
港
地
)
、

配
船
回
数
、
所
要
航
海
時
間
、
治
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
補
助
金
額
が
明
示
さ
れ
て
い
る
以
外
に
、
次
白
よ
う
な
要
求
事
項
が
ふ
く
ま
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
航
路

r郵
便
船
と
し
ず
し
就
航
す
る
船
舶
は
、
六
ポ
ン
ド
、
九
ポ
ン
ド
あ
る
い
は
十
二
ポ
ン
ド
の
大
砲
、
小
銃

二
O
挺
、
ピ
ス
ト
ル
二

O
挺
、
剣
二

O
振
、
弾
丸
・
火
薬
=
一

O
発
分
を
搭
載
し
、
か
つ
海
軍
士
官
一
名
を
乗
船
寸
し
め
る
べ
き
こ
と
、

と
い
う
の
が
モ
れ
で
あ
か
。
そ
し
て
、
ベ
ニ
ン
シ
ュ
一
フ
会
社
が
ピ

l

・
ォ
ー
に
改
組
さ
れ
で
最
初
に
結
ん
だ
契
約
の
さ
い
に
は
、
あ
ら

た
に
郵
便
船
と
し
て
建
造
さ
れ
る
船
舶
は
当
時
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
使
用
し
て
い
る
最
大
口
径
の
大
砲
を
す
く
な
〈
と
も
四
門
は
搭
載
で

き
る
己
と
が
要
求
さ
れ
、
さ

b
に
、
必
要
な
ば
あ
い
に
は
海
軍
省
が
モ
れ

b
D
船
を
相
互
に
同
意
す
る
価
格
で
買
上
も
し
く
は
傭
船
マ
一

イ
ギ
リ
ス
定
期
舶
業
町
発
達
と
海
運
政
策
仲
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イ
平
日
ス
定
期
舶
業
の
発
達
と
海
運
政
権
的

さ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

h
o
こ
の
こ
と
は
、
郵
便
般
が
軍
事
的
装
備
を
在
し
て
郵
便
物
世
襲
撃
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

同
時
に
、
い
つ
で
も
軍
艦
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
る
己
と
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
か
ι

示
し
て
い
る
。
い
ろ
な
ら
ば
、
郵
便
蒸
汽
船
の
採
用

第
八
十
七
巻

怯1

第

号

巨'i

は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
力
の
補
強
と
し
て
の
意
味
を
も
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
政
府
側
の
契
約
決
定
官
庁
が
海
軍
省
で
あ
っ
た
こ
正
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
ぞ
し
て
、

L

仁
〈
に
こ
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍

力
の
強
化
と
い
う
志
図
の
は
っ
圭
り
し
て
い
た
の
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
で
あ
っ

r。
同
社
は
、
最
初
の
契
約
に
上
っ
て
、
平
均

八
五
O
ト
ソ
と
H
う
当
時
と
し
て
は
最
新
最
大
の
蒸
汽
船
十
四
隻
も
由
、
ピ
ー

-
J
A
I
、
キ
ュ
ナ

l
ド
を
は
る
か
に
上
廻
る
船
隊
白
建

造
を
認
め
ら
れ

τ
い
る
。
し
か
も
、
こ
白
契
約
比
一
度
も
公
募
さ
れ
ず
に
、
同
社
の
創
立
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ

y

ク
イ
ー
ン
と
海
軍
省

と
の
私
的
左
折
衝
に
よ
っ
て
と
り
き
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
上
一
記
十
四
隻
の
蒸
汽
船
は
、
当
時
海
軍
が
使
用
し
て
い
た
最
大
口
径
の
大

砲
が
搭
載
可
能
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
海
軍
省
当
局
の
検
査
の
下
に
建
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
ュ
ナ

l
ド
・
ヲ
イ
シ
が
ア
メ
リ

カ
海
運
と
の
競
争
と
い
う
明
確
左
課
題
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
時
西
イ
ン
ド
航
路
に
沿
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
燕
汽
船
の
大

船
隊
を
運
航
し
怠
け
れ
ば
た

b
沿
い
課
題
が
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
己
と
を
考
慮
す
る
時
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
力

の
増
強
と
い
う
意
図
白
も
と
に
、
海
軍
省
の
援
助
を
う
け
て
設
立
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
け
。

キ
♂
ナ
!
ド
・
一
フ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
要
求
が
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
品
さ
な
い
が
、

一
般
に
海
軍
省
は

郵
便
蒸
汽
船
の
建
造
を
監
督
し
た
の
で
あ
っ
て
、
新
ら
し
い
技
術
の
導
入
な
ど
従
来
と
変
っ
た
総
装
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、

い
中
り
い

ち
海
軍
省
の
許
可
を
え
ゅ
な
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
後
に
の
ベ
る
よ
う
に
、
モ
の
後
白
定
期
船
業
の
発
達
に
大
き
な
影

響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
郵
使
補
則
金
政
策
は
、
モ
の
底
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
力
D
増
強
と
い
う
「
海
軍
政

策」

E
S
]
宮
出
。
日
刊
と
し
て
白
意
義
を
ひ
め
て
い
た
と
い
い
う
る
。
そ
し
て
、
郵
便
補
助
金
制
度
の
採
用
に
あ
た
っ
て
の
海
軍
省
の
主



た
る
闘
心
事
は
む
し
ろ
己
心
点
に
あ
っ
た
、
と
い
ヮ

τも
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
郵
便
補
助
金
政

策
が
「
海
軍
政
策
」
の
一
環
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
だ
、
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

モ
れ
で
は
、
な
ぜ
郵
便
補
助
金
政
策
が
海
軍
政
策
の
一
環
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
O
う
か
。
そ
の
凸
川
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
た
航
路
に
郵
便
補
同
金
が
支
給
さ
れ
た
か
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
キ
主
ナ
l
ド
・
ラ
イ
リ
J
U
ば
あ
い
、

そ
の
設
立
当
初
の
航
路
は
、
リ
ヴ
ア

0

ア
ー
ル
か

b
英
領
北
ア
メ
リ
カ
(
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
一
フ
ィ
ア
〕
の
港
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
経
て
、
合
衆
国

の
ポ
月
ト

γ
に
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
蒸
汽
船
会
社
コ
リ
Y
ズ
・
ラ
イ
ン
と

ω
競
争
に
直
回
し
た
一
八
四
八

年
に
、
リ
ヴ
ア

0

ア
ー
ル
/
-
二

l
ヨ

l
グ
間
直
航
に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
帆
船
会
社
と
の
競
争
に
も
か
か
わ

b
ず、

カ
ナ
ダ
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
に
寄
港
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
サ
ム
エ
ル
・
キ
ュ
ナ

1
ド
が
ハ
リ
フ
ァ

y

ク
ス
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
蒔
英
領
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
は
合
衆
国
へ
の
移
民
と
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
数
で
あ
っ
た
こ
と
、

な
ど
も
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
基
本
的
に
は
、
郵
便
蒸
汽
船
が
、
か
つ
て
の
国
営
郵
便
帆
船
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
イ

ギ
リ
R
植
民
地
へ
の
郵
便
運
送
を
改
良
す
る
と
い
う
日
的
で
導
入
さ
れ
た
己
と
か
ら
さ

τい
た
。

こ
の
と
と
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
の
場
合
に
は
、
も
っ
と
は
っ
き
り
し

τ
wる。
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
が
開
設
し
た
定
期
航
路
は

英
本
国
か
ら
西
イ

γ
ド
諸
島
の
イ
ギ
リ
旦
植
民
地
を
め
ぐ
る
航
路
で
あ
る
が
、
創
立
者
マ
ッ
ク
イ
1
Y
が
一
八
三
七
年
に
郵
便
運
送
の

改
葬
案
テ
出
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
た
よ
う
に
、
モ
の
目
的
は
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
諸
島
へ
の
郵
便
運
送
を
改
良
し
、
そ
の
己
と

に
上
っ
て
、
ひ
い
て
は
同
諸
島
に
治
け
る
英
国
の
イ

γ
タ
レ
ス
ト
白
増
大
一
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

己
白
点
は
、
ピ

I

・
ォ
ー
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
へ
ニ
γ

V

L

ラ
会
社
と
し
て
の
最
初
の
契
約
は
、
英
国
か
ら
イ
ベ
リ
ア

半
島
経
由
で
地
中
滞
の
入
口
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
へ
白
郵
便
運
送
の
改
良
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
モ
れ
以

イ
ギ
9

ス
定
期
船
業
の
発
達
左
海
運
政
策
伺

第
八

l
ヒ
巻

五

鮪

号

ヨJ



イ
ギ
Jγ

ス
定
川
船
業
の
発
注
と
海
也
政
策
甘

第
八
十
七
巻

」ーノ、

第

/、

後
の
契
約
も
、
第
四
表
に
み
ら
れ
る
上
う
に
、
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
値
民
地
と
の
郵
便
運
送
の
改
良
を
実
羽
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ま
ず
、
従
来
東
洋
へ
の
郵
便
運
送
の
掌
に
あ
た
っ
て
い
た
東
イ
ソ
ド
会
社
白
不
規
則
で
、
白
ろ
い
運
航
に
か
わ
っ

て
、
英
国
ゾ
ア
レ
キ
サ

γ
ド
リ
ア
H
H
ス
ユ
ズ
/
カ
ル
カ
ッ
タ
問
に
定
則
航
路
を
権
立
し
(
一
八
四
二
年
)
、

づ
い
で
、

一
八
四
一
年
ア
(

γ
戦
争
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
呑
潜
へ
、
セ
イ
ロ
γ
・
ベ
ナ
γ
・
ジ
ン
カ
ポ
ー
ル
年
の

f
ギ
リ
ス
の
東
洋
進
出
の
根
拠
地
を
経
由
し
て
、

定
期
航
路
を
開
設
(
一
八
四
五
年
」
、

さ
ら
に
一
八
五
年
の
オ
1
ス
T

一
フ
リ
ア
白
金
鉱
殆
見
を
契
機
と
し
て
、

リ
ス
植
民
地
オ
l
ス
l
ラ
リ
ア
へ
の
定
期
航
路
開
設
も
実
現
し
て
い
っ

b
。
こ
う
し
て
ピ

1

・
ォ
ー
は
、
英
本
同
と
東
洋
各
地
白
楠
民

一
八
五
三
年
に
は
イ
ギ

地
を
定
期
航
路
網
で
つ
な
ぎ
、
月
亡
の
郵
使
運
送
を
敏
速
化
し
、
規
則
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
心
植
民
地
支
配
白
重
要
な
一

環
と
し
て
の
役
割
を
果
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
と
れ
ら
三
大
郵
船
会
社
以
外

κ、
一
八
五
二
年
に
は
ア
フ
リ
カ
ン
汽
船
会
社
」
』
ぎ
の
お
ロ
ヨ

E
E
ω
E
q
n
p
が
四
ア
プ
リ

カ
植
民
地
へ
、

一
八
五
六
年
に
は
「
ア
ラ
リ
:
ラ
イ
γ
」
〉
口

E
r
B
が
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
へ
、

一
八
五
七
年
に
は
現
在
白
「
ユ

オ
ソ
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
己
目
。
ロ

lnBHZ
冨
巴
戸
田
門
自
由
岳
山
市
円
。
白
前
身
「
ユ
ニ
オ

γ
汽
船
会
社
」

d
E自
白
由
自
ω4区
間
】
円
。
が
南
ア

フ
リ
カ
・
ケ

1
プ
植
民
地
へ
の
郵
便
運
送
を
ゐ
こ
な
う
に
い
た
門
戸
て
い
る
。
そ
の
他
、
南
米
太
平
洋
沿
岸
〈
も
、
イ
ギ
リ
ヌ
の
勢
力
の

仲
長
士
は
か
る
も
臼
と
し
て
、

て
い
た
。
モ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
郵
便
補
助
金
支
給
航
路
白
拡
大
・
発
展
に
と
も
な
い
、
文
本
国
の
郵
使
補
則
金
支
出
金
額
も
、
第
五

車
内
に
与
る
よ
う
に
、
一
八
四

O
年
の
一
七
万
ポ
V
ド
か
ら
一
八
六

O
年
に
は
九
三
万
ポ
ン
ド
へ
と
、
約
五
・
五
倍
に
上
っ
て
い
あ
o

か

一
八
四
五
年
以
来
「
太
平
洋
汽
船
会
計
」

2
2符

2
2自
Z
堅
持
巳
E
ロ
ロ
。
が
郵
便
補
明
金
を
う
け

く
て
、
郵
便
補
助
金
政
策
は
主
と
し

τ、
世
界
各
地
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
英
本
国
と
を
む
す
ぷ
定
期
航
路
を
設
立
・
発
展
さ
せ
る
も

の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
帝
国
と
し
て
白
発
展
を
に
な
う
重
要
な
政
策
と
な
り
た
の
で
あ
る
。



第E表英本国の郵便

補助金支出額

年金額|

(.-tlヲ下)'
1840 170，000 

1845 718，000 

1850 756，000 

， 1855 743，000 

1860 932，叩ヲ | 

1865 817，000 

1870ρ47，000 
1875 797，000 

1880 692，000 

1885 740，000 
1890 910，0口3

1895 961，000 

1900 '(74，000 

さ
て
、
郵
便
梢
助
金
政
策
が
同
時
に
海
軍
政
策
と
な
り

え
た
白
は
、
実
は
岡
政
策
の
こ

ωょ
う
た
役
割
に
由
夫
斗
9

る
の
で
あ
る
。
た
ぜ
な
ら
、
海
軍
力
己
そ
は
植
民
地
帝
国

と
し
て
日
一
発
展
を
保
一
世
L
1
植
民
地
支
配
を
強
悶
な
ら
し

め
る
も
の
で
あ
っ
た
か

b
で
あ
る
。
モ
し
て
、
天
候
・
凧

向
に
あ
ま
り
影
科
さ
れ
ず
、
ほ
ぼ
一
定
の
ス
ピ
ド
|
|

し
か
も
か
な
り
の
高
速
ー
ー
で
も
っ
て
航
行
し
う
る
新
式

の
蒸
汽
船
は
、
軍
艇
と
し
て
も
帆
船
よ
り
は
る
か
に
有
用

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
蒸
汽
船
船
隊
の
強
化
は
た
だ
ち
に

一
一
定
商
船
一
部
位
m
m
田
辺
九
{
町
日
田
町
丸
山
昨
♂
叫
剖
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一
6
2
5
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7
加
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叫
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叶
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お

m
u
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侃
出
M
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お
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X
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I
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十
十
+
十
+
+
+
+
+
十
寸
+

時
一
収
一
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一

部

羽

田

岨

冗

臼

河

回

路

剖

問

団

mm
叩
叫
必
一
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一

一

一
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一

・
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・

・
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・

・

目

・

一

の
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一
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M
幻
叩
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印
刷
M
m
∞
ロ
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一
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一

て
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+

ィ
一
史
酌
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一
足
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訓
剥
九
厄
叫
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M
m
m
m
m
ね
町
市
一

一
収
'
船
一

u
n
u
町
山
田
町
品
目
白
山
山
幻
叩
阻
お
白
河
北
一

日

一

品

晶

一
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1

1

1

1

1

1

一

的
一
貿
細
川
明
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一

∞

一

虹

一

お

叫

日

出

回

目

印

白

河

町

田

町

田

町

四

m

m

年

何

一

い

ι
守
山

G
F

ド

ト

ト

ト

ト

ハ

ト

」

ι
ぃ

ト

ド

ト

日一

m
m
N
山

即

日

山

別

問

山

町

一

M
M
m
四

m
m

海
軍
力
の
増
強
に
う
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
郵
便
燕
汽
船
船
隊
の
育
成
は
、
海
軍
力
の
増
強
と
い
う
忘
義
を
あ
た
え
ら

イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
述
と
海
辺
政
策
伺

れ
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
組
民
地
支
配
の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
そ
う
果
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
ひ

第

か
く
し
て
、
植
民
地
帝

じ

第
八
十
七
巻

じ



イ
ギ
り
ス
定
期
舶
業
の
発
達
と
海
運
政
策
的
H

第
八
十
七
巻

/¥ 

第

R 
Iコ

ノl

国
と
し

τ発
展
し
き
た
っ
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
と
ヲ
て
、
郵
便
束
、
汽
船
舶
隊
白
強
化
は
必
須
の
要
請
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
モ

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が
、
「
他
民
地
独
占
」
を
基
盤
と
し
て
、
貿
易
収
支
白
赤
字
を
海
運
収
入
と
楠
民
地
へ
の
資
本
輸
出
か
ら

生

F
る
利
子
収
入
で
補
填
す
る
と
い
う
構
造
を
も
ヲ
て
(
第
6
お
参
照
)
、
十
九
世
紀
後
半
に
、
寄
生
的
な
帝
国
主
義
へ
転
化
し
て
い
り
た

と
い
う
事
免
を
考
慮
す
る
時
、
郵
便
補
助
金
政
策
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
へ
の
定
期
航
路
網
の
展
開
は
、
そ
の
よ
ろ
も
仙
イ
ギ
リ
只
資

本
主
義
の
発
展
に
と
っ
て
の
、
欠
く
こ

ι日
で
空
な
い
布
桁
で
あ
ヮ
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
当
初
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
忠
義
を
も
ヲ
た
郵
便
補
防
金
政
策
は
イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

お
よ
ぽ
す
に
い
た
フ
た
で
あ
ろ
う
か
、
モ
れ
が
次
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

ω

E
民
間
虫
色
、

c
v
E一
司

NHC

ω
国
主
】
】
U

回
目
。

川
W

H

O

丘】

]
U
N込
町

川
何
百
o
o
w
q
-
4
2
r
H
V
旧
日
も
ち
ろ
ん
、
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
郵
便
運
送
改
善
の
必
要
は
一
故
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
挙

に
十
四
藍
も
の
大
船
隊
を
建
造
就
航
さ
せ
ね
ば
た
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
同
社

が
た
だ
ち
に
経
営
困
難
に
陥
っ
た
り
は
当
然
む
こ
と
で
あ
っ
た

G

ω
こ
の
点
位
、
リ
ン
ゼ
イ
も
ソ
l
ン
ト
ン
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ゐ
る
(
ピ
邑
E
〕
〉
也
町
二
一
目
白
C
N

ヨ
ゴ
M
O
H
E
n
-
P
D唱
。
拍
子
宮
U

M

∞i
N
C

〉。

川
何
回
国
。
『
ロ
宮
口
、
出
塁
ES}

句、
E
N
S官
E
-
5
明日一

]
U
H
∞?
J
p
o
z
g
p
。
守
主
唱

HV

包
こ
の
海
平
政
策
と
し
て
の
忠
義
を
つ
よ
く
強
調
す

る
の
は
、
ソ
I
γ

ト
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
郵
便
補
助
金
が
海
軍
力
の
増
強
之
い
う
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
政
府
は
金
を
消
費
し

τ

い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
節
約
し
て
い
る
の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
と
こ
ま
で
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

な
お
、
最
近
白
ポ
ラ
ー
ド
の
研
究
も
海
軍
政
策
主
し
て
の
意
義
を
認
め
て
い
る
(
句
。
=
月
P
4
E
N
-
-
v
H
H
H
V

同

W

Q
話
回
U

品
。
、
円
。
量
遣
問
言
、
富
札
同
誌
吾
主
ミ
ヨ
円
。
呂
、
〈
O
H

戸
司
ω
G

な
お
、
簡
単
に
は
、
拙
稿
「
海
巡
業
に
お
け
る
交
通
革
命
」
第
三
表

二
六
一
へ

l
ジ
参
照
。



川

河
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辺
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自
己
戸
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E
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E
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M
O
P
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包
lH申
E
-
「
喜
三
E
H
q
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同
2
三
塁
志
向

amQ号
-
A
r
d
-
H
F
出
c
h
r
s
m
H
-

-
U

臼
田
町

加

山

門

ECωmH》
J
O
M
0
3
T
H
J
U
ω

白
日
l
l
h

呂
町

川
四
国
E
H
E
oロ
、
毛

E
T
司
台
な
お
、
ー
エ
オ
シ
汽
船
会
社
の
郵
便
運
送
進
出
に
つ
い
て
は
、
回
日
E
ヲ
品
皇
、

n
V
4
H
戸
培
口
冨

凶
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
成
立
」
第
三
節
在
崎
、
五
回
1
五
五
ベ

1

3
参
照
。

M
M

り
て
円

zrFU博
之
、
官
出
』
よ
り
作
製
。

ゆ
な
お
、
郵
船
会
社
は
主
本
国
政
府
に
け
で
な
く
、
植
民
地
政
府
か
ら
郵
龍
補
出
金
を
う
け
と
る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
出
受
け
と

る
金
額
は
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
な
る
。

ω
ポ
ヲ

lγ
も
ま
た
、
郵
便
補
則
金
政
策
に
は
「
航
海
条
令
と
問
棋
に
、
商
業
的
動
機
と
帝
国
的
酎
機
之
が
混
在
し
て
い
た
」
主
の
べ
て
い
る
(
司
O
「

EHAF
。V
3

F

司

HHH
〉。

同
帥
川
〉
出

H
自戸
F伊阿
vy

戸

y沼
同
E
き

s=同目芯吉恥ミ暗

1

姉
吟
高
橋
官
雄
「
第
一
リ
次
訳
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ヲ
ヌh

海
外
投
資
の
一
側
面
」
商
学
論
岬
究
心
第
十
七
号
、
巷
陥
。

四

郵
便
補
助
金
政
策
の
帰
結

郵
便
補
助
金
政
策
は
、
上
に
み
た
よ
う
に
、
英
本
国
と
植
民
地
と
白
聞
に
定
期
航
路
網
を
確
立
す
る
と
い
う
意
図
の
下
に
、
海
軍
政

策
の
一
環
と
し

τ海
軍
省
に
よ
ヮ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
の
も
と
よ
り
、
同
政
策
は
、
不
規
則
な
国
営
郵
便
船
に
か
む
っ
て
規
則
的
で

敏
速
在
郵
便
運
送
を
実
現
す
る
も
む
と
し
て
、
一
般
の
支
持
を
え
た
。
し
か
し
、
そ
白
実
施
に
ワ
い
て
批
判
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
逆
に
、
モ
の
実
施
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
同
政
策
は
後
に
い
た
る
ま
で
た
え
ず
批
判
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

τ、
ま
ず
実

施
方
法
に
つ
い
て
の
論
争
点
に
ふ
れ
て
、
同
政
策
を
め
ぐ
る
利
害
の
対
立
を
明

b
か
に
し
よ
う
。
同
政
策

ω回
世
響
も
ま
た
、

こ
白
利
害

イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
達
と
海
運
政
策
同

第
八
十
七
巻

九

第
三
号

九



イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
達
と
海
運
政
策
伺

第
八
十
七
巻

。
第
三
苛

回。

白
対
立
の
中
で
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
モ
の
批
判
は
、
主
と
し
て
、

一
航
路
一
社
王
義

ω
原
則
、
公
募
入
札
制
に
よ

b
な
い
適
格
船
主
白
決
定
、
ゐ
よ
び
補
助
金
額

の
妥
当
性
、
に
集
中
し
て
い
る
。
最
初
に
批
判

ω声
を
あ
げ
た

ω
は
、
「
グ
レ
1

}

・
ウ
エ
ス
タ
γ
蒸
汽
船
会
社
」

印
昨
日
目
怪
奇
円
。
・
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、

。円mwmw叶
副

司

o
m支
持
ロ

一
八
三
八
年
い

b
い
「
グ

ν
1
ト
・
ウ
ユ

λ

タ
ン
」
の
詰
旦
耳
目

B
B
を
規
則
的
に
運
航
し

て
、
蒸
汽
船
に
よ
る
北
大
西
洋
航
路
の
開
拓
に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
て
い
か
。
た
め
に
同
社
は
、
過
大
白
実
績
に
よ
ツ
て
、
北
大
西
洋

航
路
の
郵
便
運
送
契
約
を
獲
得
で
き
る
も
り
と
確
信
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
b
ず
、
キ
ュ
ナ
l
ド
に
契
約
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
同
社

は
次

ω
よ
う
に
主
振
し
て
、
議
会
に
調
査
を
要
求
し
た
。
す
長
わ
ち
、
第
一
に
、
国
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
る
郵
便
柿
助
金
に
よ
っ
て
、

一
社
山
み
が
利
益
を
う
け
る
こ
と
は
不
当
で
あ
り
つ
航
路
一
社
主
義
の
否
定
)
、
ま
た
同
一
航
路
に
就
航
す
る
全
議
汽
船
が
郵
便
運
送
に

あ
た
る
方
が
む
し
ろ
補
助
金
額
も
す
く
左
ベ
て
す
む
。
第
一
一
に
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ン
会
社
は
北
大
西
洋
航
路
世
田
駅
抗
に
開
拓
し
、

そ
の
発
展
の
た
め
に
莫
大
な
費
用
と
危
険
と
を
負
担
し
て
き
た
、
し
た
が
フ
て
当
然
同
社
に
も
郵
便
補
助
金
が
あ
た
え
ら
れ
る
べ
き
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
求
に
よ
っ
て
、

-
八
開
六
年
、
議
会
は
委
員
会
を
設
け
、
調
査
を
命
じ
た
。
調
査
の
紡
呆
、

キ
ュ
ブ

I
ド
・
ラ
イ
ン

と
の
契
約
条
件
は
国
家
に
と
ワ
て
有
利
た
も
の
で
あ
る
が
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ン
会
社
の
過
去
白
功
績
と
現
在
う
け
亡
い
る
被
害

に
た
H
し

τ、
た
ん

b
か一
ω
考
慮
が
は
b
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
hv
う
報
告
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
同
社
は
、

こ
の
報
告
の
だ
さ
れ
た
後
、

た
び
た
び
キ
ュ
ナ

l
ド
と
同
じ
条
件
で
、
あ
る
い
は
も
ワ
と
政
府
に
有
利
な
条
件
で
郵
便
運
送
に
あ
た
る
こ
と
を
申
し
出
た
が
、
常
に

拒
否
さ
れ
た
。
モ
の
問
、

一
八
四
四
年
秋
か
ら
キ
斗
ナ

I
ド
・
ラ
イ
ン
は
、
郵
便
補
助
金
主
背
京
に
、
ト
ン
あ
た
り
七
ポ
ン
ド
と
い
う

運
賃
士
半
初
心
三
ポ
ン
ド
干
に
切
り
下
げ
G
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ι

ス
タ
ン
会
引
を
ま
す
ま
す
苦
境
に
陥
ら
毛
、
け
っ
き
ょ
く
一
八
四
六



年
に
同
社
を
運
航
停
止
の
や
む
な
き
に
い
た
ら
世
た
白
で
あ
る
。
あ
き
ら
か
に
、
海
軍
省
は
グ
レ
ー
ト
・
ウ
L

丸一タ

γ
会
社
に
た
い
し

て
不
公
平
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
補
助
金
た
し
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
蒸
汽
船
運
航
を
つ
づ
け
る
と
い
う
、
経
営
的
に
す
く
れ
た
手
腕

を
み
せ
た
グ

V
l
ト

E

ウ
エ
ス
タ
ン
会
社
士
破
滅
に
導
い
た
の
は
、

一
航
路
一
社
主
義
と
い
う
郵
便
補
助
金
政
策
の
実
施
方
法
に
問
題

が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

L
社
い
。

と
も
あ
れ
、
郵
便
補
助
金
の
支
給
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
運
資
本
の
聞
に
利
害
の
対
立
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
亡
、
グ

V
I
l
・
ゥ
ι

ス
タ

y
会
社
の
批
判
を
最
初
と
し
て
、
以
後
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
向
、
ピ

1

・

オ
ー
の
契
約
に
も
、
補
助
金
の
恩
恵
に
あ
ず
か
ら
恋
い
海
道
資
木
の
側
か
ら
、
し
ば
し
ば
攻
撃
の
矢
が
あ
び
せ
ら
れ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ

イ
ル
の
ば
あ
い
は
、
同
社
の
え
た
好
条
件
、
と
く
に
第
一
年
目
白
赤
字
に
た
い
す
る
翌
年
の
寛
大
た
措
置
が
攻
撃
の
的
と
な
り
、
契
約

が
入
札
制
に
よ

b
な
い
こ
と
、
四
イ
ン
ド
航
路
の
郵
便
運
送
が
同
社
の
独
占
で
あ
る
点
が
は
げ
し
く
非
難
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
羽
の

サ

l
ビ
月
白
不
十
分
さ
が
ζ

の
非
難
を
激
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ピ

l
・
オ
ー
は
最
初
か
ら
入
札
に
よ
っ
て
そ
の
契

約
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
常
に
ピ

l

・
ォ
ー
の
申
込
み
が
受
け
入
れ
b
れ

τ
い
に
た
め
に
、
事
実
上
東
洋
航
路
は
ピ

1

・
オ
ー
の
独
占

す
る
と
こ
ろ
と
左
り
、
モ
白
独
占
に
た
い
し
て
ヤ
は
り
非
難
の
戸
が
き
か
れ
る
よ
う
陀
怠
っ
た
。
モ
れ
は
、
同
社
が
国
民
の
犠
牲
に
お

〉e
 

hv

て
巨
大
な
利
測
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
批
判
白
た
め
に
、

一
八
五
二
年
議
会
に
、

郵
便
運
送
契
約
に
関
す
る
委
員
会
(
再
出
口
o
日
目

5
8
0ロ
口
。
三
日
旦

Hdln財
O
Z
)

が
設
け
ら
れ
、
各
社
の
郵
便
運
送
契
約
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
調
査
結
果
は
、
契
約
条
件
は
け
っ
し
て
国
家
に
と
っ
て
不

利
た
も
白
で
な
く
、
袖
助
金
額
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
船
主
の
決
定
は
公
募
入
札
制
に
よ
ワ
て
行

う
の
が
望
ま
し
い
、
と
の
勧
告
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
己
の
勧
告
は
そ
白
後
山
契
約
で
無
視
さ
れ
、
け
っ
さ
ム
く
各
郵
船
会
社
の
既

イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
白
鞘
連
と
幅
運
政
策
伺

第
八
十
じ
巻

第
-
一
号

日目



得
利
益
はイ
そギ
cコ 9
主ス
士定
尊地j

警主
主道
夫η 達

と
つ海

古事
担震

伺

前
八
十
七
巻

第

号

~ 

一
航
路
一
社
主
義
の
原
則
は
貫
か
れ
、
各
郵
船
会
社
の
航
路
独
占
は
海
軍
省
に
上
っ
て

擁
護
さ
札
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
以
上
の
一
よ
う
な
批
判
と
す
亡
し
異
ヮ
た
角
度
か
h
一
批
判
を
加
え
た
の
が
、
郵
政
局
で
あ
る
。
郵
政
局
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。

郵
使
運
送
業
務
は
、
戦
時

rお
い
て
も
平
時
と
同
じ
よ
う
に
必
要
左
も
の
で
あ
っ
て
、
郵
便
蒸
汽
船
を
軍
事
目
的
K
も
利
用
し
工
う
と

す
る
の
一
は
、
け
っ
し
て
経
済
的
在
や
り
方
で
は
な
い
。
し
た
が
づ
て
、
郵
便
運
送
業
務
を
主
に
考
え
る
在
ら
ば
、
も
っ
と
小
型
の
船
舶

で
と
と
足
り
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
補
助
金
も
郵
便
料
収
入
と
同
額
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
正
も
可
能
L

仁
左
り
、
実
際
そ
う
す

べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
郵
政
局
は
郵
便
運
送
業
務
を
海
軍
力
の
増
強
と
い
う
軍
事
目
的
か
ら
分
離
し
よ
う
と
し
た
、

と
い
っ
て
上
い
。
己
の
点
で
、
郵
政
局
は
両
者
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
海
軍
省
と
対
立
す
る
と
と
忙
な
つ
ね
。

と
の
よ
う
に
、
郵
便
補
助
金
政
策
は
、
第
一
に
蒸
汽
船
経
営
を
も
く
ろ
む
海
運
資
本
白
聞
に
利
害
の
対
立
を
ひ
き
治
己

L
、
第
二
に

郵
政
局
と
海
軍
省
と
白
対
立
を
生
み
だ
し
士
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
軍
省
が
郵
便
運
送
の
監
督
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
聞
は
、
郵
便
補

助
金
政
策
の
す
で
に
の
ュ
へ
た
よ
う
な
性
格
は
決
し

τ変
え
ら
れ
た
か
っ
た
。
モ
し
て
、
け
っ
き
ょ
く
は
、
栴
軍
政
策
の
観
長
が
優
位
脅

し
め
、
海
道
資
本
聞
の
利
害
の
対
立
は
激
化
し
て
い
っ
た
。
か
〈
し
て
、
上
に
の
，
へ
た
よ
う
な
批
判
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
郵
政
局
の
主

張
が
実
現
さ
れ
る
白
は
、
郵
便
運
送
の
監
督
権
が
郵
政
局
長
官
に
移
さ
れ
た
一
八
六

O
年
以
後
の
と
止
に
た
る
。
す
た
わ
ち
、

八
ノ、

0
年
代
に
入
っ
て
か

b
は
、
契
約
が
更
改
さ
れ
る
た
び
に
、

ま
ず
、

補
助
金
支
給
額
が
大
は
ば
白
減
額
を
み
る
己
と
に
な
る
(
第
2

3
・
4
表
参
照
)
。
し
か
も
モ
れ
に
加
え
て
、
北
大
西
洋
航
路
白
ば
あ
い
に
は
、
キ
ュ
ナ
I
ド
・
ラ
イ

γ
の
独
占
が
廃
止
さ
れ
(
一
八
六
八

年
・
第
Z
表
参
照
)
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
の
ば
あ
い
に
は
、

利
潤
の
制
限
を
う
け
た
り
〈
一
八
六
八
年
・
第
3
表
参
照
〉
、

契
約
の
決
定
も

公
募
入
札
制
に
改
め
ら
れ
た
り
(
一
八
七
四
年
・
第
3
表参照)一

し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、

郵
便
補
助
金
政
策
を
め
ぐ
る
利
害
の
対
立
は



〉
-

少
し
ず
ワ
緩
和
の
万
向
を
た
ど
る
乙
と
に
た
ヮ
た
n

そ
れ
で
は
、

一
八
六

0
年
代
に
い
た
っ
て
、
な
ぜ
郵
便
運
送
の
監
督
機
関
が
か
わ
り
、
同
補
助
金
政
策
の
実
施
方
法
に
変
化
が
生
じ

一
言
で
い
え
ば
、
海
軍
省
に
よ
る
同
政
策
D
実
施

H
法
が
、
一
八
五

0
年
代
に
入
っ
て
、
じ
よ
じ
よ
に

時
代
の
実
情
に
あ
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
た
る
ほ
ど
、
主
の
初
期
に

b
w
て
は
、
同
政
策
は
蒸
汽
船
を
遠
洋
航
路

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
モ
れ
は
、

し
か
し
、
同
政
策
白
型
に
は
ま
っ
た
運
用
が
、
蒸

汽
船
の
発
達
に
た
い
し

τ、
む
し
ろ
阻
止
的
な
作
用
を
お
よ
ぼ
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
蒸
汽
船
の
新
ら
し
い
技
術
的
発
展
を

前
提
と
し
て
、
郵
便
補
幼
金
に
頼
ら
ず
に
、
自
力
で
遠
洋
航
路
に
進
出
す
る
蒸
汽
船
会
社
が
あ

b
わ
れ
た
こ
と
が
、
事
態
を
大
き
く
変

へ
進
出
さ
せ
る
契
機
と
た
り
、
新
製
の
蒸
汽
船
白
大
量
建
造
を
可
能
た
b
し
め
た
。

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
題
は
、
海
軍
省
が
郵
便
補
幼
金
政
策
を
海
軍
政
策
の
一
環
と
し
て
推
進
し
た
点
に
あ
っ
た
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
郵
便
蒸
汽

船
は
、
同
時
に
軍
艦
と
し
て
使
用
可
能
左
ら
し
め
る
た
め
に
、
建
造
に
あ
た
っ
て
海
軍
省
¢
検
査
・
監
督
を
う
け
、
蟻
装
に
つ
い
て
も

種
々
の
条
件
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
モ
の
た
め
、
郵
便
蒸
汽
船
は
、
造
船
技
術
の
新
ら
し
い
発
展
を
と
り
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
海
軍

省
の
干
渉
を
う
け
る
己
と
に
た
っ
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
著
し
く
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
鉄
船
採
用
の
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
当

時
欽
舶
に
つ
い
で
も
っ
と
も
偏
見
を
い
だ
い
て
い
た
の
は
海
軍
省
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
海
軍
省
当
局
は
、
欽
は
射
撃
に
た
い
し
だ
木

一
八
五
一
年
に
い
た
っ
て
も
、
海
軍
省
は
鉄
の
使
用
主
禁
止
し
て
い
た
。

材
よ
り
も
抵
抗
力
が
弱
い
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

か
〈
て
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ソ
会
社
が
一
八
四
三
年
に
世
界
最
初
の
鉄
製
ス
グ
リ
ュ

l
船
「
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ソ
」

(
E
E汁

国ロ
E
F
P
二
一
凶
五
O
ト

γ
)

を
建
造
し
て
北
大
西
洋
航
路
に
就
航
せ
し
め
、

一
八
五

O
年
に
は
、

い
わ
ゆ
る

「
イ
ソ

7
y
・
ヲ
イ

y
」

Hロ日
E
H
L
B
が
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
船
で
も
っ
て
補
助
金
な
し
で
北
大
西
洋
航
路
に
う
っ
て
で
た
白
に
対
し
亡
、
キ
品
ナ
1

ド
・
ヲ
イ

イ
ギ
リ
ス
定
期
舶
業
の
発
注
と
海
運
政
箭
伺

第
八
十
七
巻

第

号

四



二
一
一
回

γ
が
最
初
の
鉄
船
「
ベ
ル
シ
弓
」

qos--一一一一一
0
0
ト
ン
)
主
建
造
し
た
の
は
一
八
五
五
年
で
あ
h

山
、
最
初
の
鉄
製
ス
ク
リ

ι
I
胎
「
チ

ャ
イ
ナ
」
(
門

E
E
三
五
五

O
ト
ソ
〉
を
建
造
し
た
の
は
一
八
六
二
年
と
い
う
治
モ
さ
で
あ
っ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
は
さ
ら
に
お
〈

れ
て
、
外
輪
か

b
ス
ク
リ
ュ
ー
へ
の
転
換
が
お
こ
去
わ
れ
た
の
は
、
突
に
一
八
六
八
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、

イ
ギ
日
ク
ス
定
期
如
業
の
発
達
L
ζ

海
迩
政
策
M
H

錦
八
十
七
巻

第

号

四
回

ピ
l

・
オ
l
は
蒸
汽
船
の
技
術
的
一
発
展
に
か
な
り
鋭
敏
で
あ
っ
士
、
と
い
っ
て
よ
い
。
す
で
に
一
八
四
二
年
に
最
初
の
鉄
船
主
建
造
し
、

一
八
五
一
干
に
は
実
験
的
に
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
船
白
建
造
を
行
勺
て
い
る
。
し
か
し
、

ζ

れ
を
航
洋
蒸
六
船
に
採
用
す
る
と
と

rは、

海
軍
省
か
ら
の
反
対
が
あ
り
、

一
時
は
木
造
外
輪
船
へ
の
復
帰
を
よ
ぎ
た
〈
さ
れ
、
正
式
『
郵
便
船
と
し
て
海
軍
省
白
許
可
を
え
て
建

一
八
五
三
午
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
ハ

F
吉
弘

4
p
三
四
三
八
ト
y
)

が
最
初
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

新

造
古
れ
た
鉄
製
ス
ク
り
ュ
船
は
、

技
術
の
採
用
を
お
〈
ら
せ
た
の
は
、
海
軍
省
当
局
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
郵
船
会
社
の
側
に
も
ー
ー
と
く
に
、
キ
コ
ナ

l
ド
・
ラ
イ
ン

と
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
白
ぱ
あ
い
に
著
レ
い
が

l
l、
郵
便
補
助
金
に
よ
っ
て
収
支
の
均
衡
が
保
証
さ
れ
て
い

T
た
め
に
、
蒸
汽
船
の

技
術
的
発
展
を
沿
し
す
す
め
よ
う
と
い
う
意
欲
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
士
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郵
便
補
助
金
政
策
は
蒸
汽
船

白
技
術
的
発
展
に
た
悼
し

γ
だ
ん
だ
ん
と
限
止
的
に
作
用
し
て
い
ヮ
止
、
ー
と
い
う
こ
「
が
で
き
上
う
。

己
、
っ
し
で
、

一
八
四

0
年
代
に
沿
い
て
こ
そ
最
新
型
で
あ
っ
た
郵
船
会
社
の
蒸
汽
船
も
、
五

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
時
代
治
く

ホ
と
た
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
も
、
軍
艦
と
し
て
も
使
用
可
能
で
あ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
郵
便
船
は
、
商
船
と
し

τは
経
済
性

に
欠
け
る
ー
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
、
新
企
業
が
、
新
ら
し
い
技
術
を
採
用
し
た
経
済
性
の
高
い
蒸
汽
船
で
も
っ
て
、

補
助
金
に
た
よ
ら
ず
に
、
遠
洋
航
路
に
進
出
す
る
間
隙
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
と
の
間
隙
陀
乗
じ
て
、

一
八
五

O
年
北
大
西
洋
航
路
に

進
出
を
企
て
た
の
が
「
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
」
で
あ
り
、

一
八
六
六
年
東
洋
航
路
に
進
出
を
己
こ
ろ
み
た
白
が
「
プ
ル
l

・
フ
ァ
ネ
ル
」

国
]
ロ
白
司
ロ
ロ
ロ
o
-
F旨
⑦
で
あ
る
。



イ
γ
マ
ソ
・
ラ
イ
γ
は、

一
八
阿

0
年
代
に
実
用
化
が
可
能
に
な
っ
た
技
術
的
革
新

1
l
「
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
船
」

同
]
円
。
口
問
仰
の
吋
odt-

旦
自
国

2
1
lの
採
用
に
よ
っ
て
、
北
大
西
洋
航
路
に
沿
い
て
補
助
金
左
し
で
の
蒸
汽
船
運
航
に
成
功
し
た
。

己
れ
は
、
補
則
金
を
う

け
な
か
っ
た
蒸
汽
船
会
社
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
敗
退
し
、
キ
ュ
ナ

l
ド
・
ラ
イ
ン
と
多
額
の
補
助
金
を
う
け
て
設
立
さ
れ
た
米
国
の
ゴ
リ
ソ

ズ
・
ヲ
イ
ソ
と
白
競
争
が
開
始
さ
れ
た
当
時
と
し
て
は
、
画
期
的
な
と
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
イ

γ
マ
ン
・
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
よ
う

な
技
術
的
革
新
に
よ
る
低
コ
ス
ト
の
舶
を
も
っ
て
、
従
来
は
も
っ
ぱ
ら
帆
船
に
よ
っ
て
桁
わ
れ
て
い
た
低
運
賃
の
移
民
運
送
に
積
極
的

に
乗
り
だ
し
、
モ
れ
に
成
功
を
h
d

古
め
、
し
だ
い
に
資
本
を
蓄
積
し
、
船
隊
を
拡
充
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
Y
T
Y
-

ラ
イ
Y

D
成
功
に
よ
っ
て
以
後
、
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
船
で
も
づ
て
、
補
助
金
を
う
け
る
こ
と
左
く
北
大
西

洋
航
路
に
進
出
す
る
定
期
舶
会
社
が
続
出
し
た
。
。
z
m回
0
4
4
h
w
z
o当
吋

耳

r
g
g自
白
告
の
。
(
一
八
五
一

l
U五
九
年
)
、
口
一
五
∞

印
n
B司
印
仲
田
昌
司

R
U門
口
。
(
一
八
五
四
五
七
年
)
、
〉
口
口
F
C
H
F
H
ロ
α
(
一
八
五
六
一
九
四

O
年
)
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
J

、

て
が
、
イ
γ
マ
ン
・
ラ
イ
ン
と
同
じ
よ
う
な
成
功
を
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
郵
便
補
則
金
に
た
よ
る
こ
と
左
く
、
鉄
製
ス
グ
リ

-一
l
船
と
い
う
技
術
的
革
新
心
採
用
に
よ
っ
て
運
航
士
開
始
し
、
新
ら
し
い
市
場
分
野
を
開
拓
し
つ
つ
蒸
汽
船
業
の
発
展
を
は
か
ろ
う

と
し
た
点
に
沿
い
て
、
あ
さ
ら
か
に
、
か
つ
て
の
郵
船
会
社
と
資
本
蓄
積
の
構
造
を
異
に
す
る
、
新
b
し
H
型
白
蒸
汽
船
資
本
と
い
わ

ね
ば
な

b
た
い
り
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
東
洋
航
路
に
お
い
て
イ

y
f
ン
・
ラ
イ
ン
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
白
が
、
ブ
ル

l

・
フ
ァ
ネ
ル
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
北
大
間
洋
航
路
上
り
も
は
る
か
に
遠
距
離
で
、

し
か
も
貯
炭
所
の
間
隔
が
き
わ
め
て
長
い
東
洋
航
路
(
と
く
に
希
望
峰
雄
由
)
の

ば
あ
い
、
鉄
製
λ

ク
リ
ュ

I
船
に
よ
ッ
て
も
、
補
助
金
な
し
で
は
蒸
汽
船
白
進
出
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
モ
れ
は
、
フ
ぎ
の
技
術
的
革

新
の
展
開
、
す
な
わ
ち
「
コ
ム
バ
ウ
ン
ド
・
エ
ン
ジ
ン
」
白
実
用
化
を
待
た
ね
ば
な

b
左
か
っ
た
。
/
ル

I

・
フ
ァ
不
ル
は
、
こ
の
ユ

イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
達
と
海
運
政
策
判

第
八
十
七
巻

ニ
こ
五

第

号

l"l 
五



イ
ギ
ゆ
ス
定
瑚
舶
業
り
発
達
と
海
運
政
策
M
H

第
八
十
七
巻

〆、

第
三
号

四
六

ム
パ
ウ

γ
ド
・
エ
ソ
ジ

γ
と
い
う
技
術
的
革
新
の
採
用
に
よ
っ
て
、
従
来
蒸
汽
船
運
航
は
経
済
的
に
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
希
望
峰
経

白
白
英
国
/
中
国
航
路
へ
白
進
出
を
実
現
し
た
り
で
あ
治
。
た
だ
し
、

す
で
に
一
八
六
一
年
よ
り
ピ

l
・
ォ
ー
が
実
施
し
て
い
か
ο

し
た
が
っ
て
、
プ
ル

l
・
フ
ァ
ネ
ル
登
場
の
意
義
は
、
単
に
コ
ム
パ
ウ
y

コ
ム
パ
ウ
ン
ド
・
エ

γ
ジ
γ
の
採
用
と
H
う
点
だ
け
を
と
れ
ば
、

ド
・
エ

γ
ジ
ソ
の
早
期
採
用
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
グ
リ
ッ
パ

l
船
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
中
国
茶
の
運

送
市
場
に
コ
ム
バ
ウ
ン
ド
・
エ

γ
ジ
γ
を
モ
な
え
た
蒸
汽
船
に
上
っ
て
進
出
し
、
貨
物
運
送
の
分
野
で
、
帆
船
と
蒸
汽
船
と
の
競
争
の

火
ぶ
た
を
切
っ
た
点
に
あ
る
。

己
れ
と
同
時
に
、
往
航
貨
物
と
し
て
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
や
ラ
ソ
カ
ジ
ャ
の
産
業
資
本
の
生
産
す
る
綿
織
物
や
毛
織
物
を
積
取

っ
た
己
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
こ
れ
ら
工
業
製
品
は
、
や
が
て
ブ
ル

l

・
フ
ァ
ネ
ル
の
中
心
貨
物
と
な
る
の
で
あ
っ
て
ー

そ
し
て
、

同
社
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
輸
出
す
る
工
業
製
品

1
l己
れ
己
モ
、
定
期
運
送
発
達
の
基
軸
な
の
で
あ
る
が
ー
ー
の
定
期
貨
物
運
送

の
開
拓
者
と
し
て
も
大
き
た
役
割
を
果
す
と
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ピ
I
・
オ
ー
が
郵
便
・
旅
客
治
よ
び
運
賃
負
担
力
の
き
わ
め
て
大

の
運
送
金
主
た
る
業
務
と
し
た

D
K対
し
て
、
ブ
ル
1

・
フ
ァ
ネ
ル
は
コ
ム
パ
ウ

γ
ド
・
エ

y
aノ
ン
の

採
用
と
定
期
貨
物
運
送
と
い
う
新
市
場
の
開
拓
と
に
よ
っ
て
、
補
助
金
を
う
け
る
こ
と
た
く
独
自
の
発
展
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

L

さ
い
高
級
貨
物
(
貴
金
属
類
)

た
が
っ
て
、
ブ
ル

l

・
フ
ァ
ネ
ル
は
、
ピ

l

・
オ
1
と
ま
ヲ
た
く
異
っ
た
新
ら
し
い
市
場

(
l蓄
積
基
盤
)
に
立
脚
す
る
海
運
資
本
と
し

〉却

て
、
利
潤
追
求
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
υ

以
上
か
ら
、
イ
ン
マ

γ
・
ラ
イ
ン
ギ
ブ
ル
1

・
フ
ァ
ネ
ル
等
は
、
郵
便
補
助
金
に
よ
る
保
護
・
育
成
を
う
け
た
郵
船
会
社
と
は
ま
っ

た
く
異
っ
た
蓄
積
基
端

(
1運
送
市
場
|
|
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
は
移
民
運
送
、
ブ
ル
1

・
フ
ァ
ネ
ル
は
定
期
貨
物
運
送
)

に
立
ち
つ
つ
、

技
術

的
革
新
の
積
極
的
な
採
用
に
よ
っ
て
国
家
の
保
護
を
う
け
る
己
と
な
く
自
生
的
た
発
肢
を
行
っ
た
海
運
資
本
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か



と
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
己
の
よ
う
な
海
運
資
本
の
先
駆
と
し
て
は
、
グ

V

1
ト
・
ウ
エ
ス
タ

γ
蒸
汽
船
会
社
を
あ
げ
る
と
と

が
で
き
る
。
同
社
は
、

一
八
三
八
年
か
ら
約
九
年
間
に
わ
た
っ
て
、
郵
便
補
助
金
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
北
大
西
洋
航
路
で
蒸
汽
船
運

航
の
発
展
に
つ
く
し
、
モ
の
問
「
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ

γ
」
、
「
グ

V
I
l
-
プ
リ
テ

γ
」
と
い
う
新
型
舶
を
登
場
せ
し
め
℃
、
汽
船

の
発
達
史
に
大
き
な
足
跡
を
白
己
し
た
。
モ
し
亡
、
同
社
は
、
長
後
に
寸
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
Y

」
白
不
幸
な
事
故
と
キ
ュ
ナ
1
ド
・

ラ
イ
γ
と
の
は
げ

L
P
競
争
に
よ
っ
て
、
同
航
路
か
b
の
撤
退
を
よ
ぎ
た
く
さ
札
た
と
は
い
え
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
経
営
手

腕
に
よ
ヮ
て
キ
ュ
ナ

l

v
・
ラ
イ

γ
と
の
競
争
に
長
く
耐
え
た
の
で
あ
る
。
一
航
路
一
社
主
義
に
も
と
づ
く
郵
便
補
助
金
政
策
は
、
あ

空
ら
か
に
こ
白
よ
う
な
企
業
の
成
長
を
抑
え
た
白
で
あ
っ
た
d

郵
船
会
社
と
補
的
金
を
え
な
か
っ
た
企
業
と
の
、

こ
の
よ
う
な
対
抗
関
係
は
、
キ
ュ
ナ

l

v
と
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
γ
、
ピ

l

・
オ
ー

と
ブ
ル

1
・
プ
ァ
ネ
ル
と
由
聞
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
の
ベ
た
郵
便
補
助
金
政
策
に
た
い
す
る
批
判
も
、
主
と

L
E
後
者

の
企
莱
群
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
モ
し
て
、
北
大
西
詳
航
路
で
は
、

一
八
六
八
年
郵
政
局
が
郵
便
運
送
の
監
督
権
を
え
て
最

戸
航
路
一
社
主
義
の
原
則
は
破
ら
れ
、
イ
γ
マ
ン
・
ヲ
イ
y
も
キ
ュ
ナ

l
ド
・
ラ
イ
γ
と
と
も
に
郵
便
補
助

金
を
う
け
と
る
己
と
に
な
加
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
東
洋
航
路
で
は
、
プ
ル

l
・
フ
ア
ネ
ル
は
郵
便
補
防
金
を
た
び
た
び
要
求
し
た
が
、

初
白
契
約
を
結
ん
だ
際
、

そ
の
申
し
出
は
一
度
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
郵
便
運
送
に
た
い
す
る
ピ

l
・
ォ
ー
の
独
占
は
、
才

l
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
を

ω
ぞ
い
て
常

に
維
持
さ
れ
た
υ

た
め
に
、
ブ
ル

l

・
フ
ァ
ネ
ル
は
こ
の
よ
う
な
郵
便
補
助
金
政
策
を
は
げ
し
く
非
難
し
、
ピ
1
・
ォ
ー
と
は
け
し
く

対
立
し
た
の
で
あ
っ
伊
。
こ
う
し
た
両
社
の
刻
抗
関
係
は
、
ス
エ
ス
運
河
が
開
通
し
て
、
同
干
航
路
に
沿
い
て
両
社
が
運
航
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
と
く
に
は
げ
し
く
な
っ
た

U

モ
し
て
、
ピ

l

・
オ

l
は
、
こ
の
よ
う
な
競
争
や
モ
の
他
種
々
白
要
因
に
よ
っ
て
、

七

0
年
代
に
危
機
の
時
代
を
経
な
け
れ
ば
な

b
な
か
っ
た
u

な
治
、
ピ

l

・
オ
ー
が
当
時
苦
境
に
治
ち
い
っ
た
一
つ
白
要
閃
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
定
期
冊
業
の
発
達
と
海
運
政
策
伺

第
八
十
七
巻

-!c 
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三
号

四
七



イ
ギ
9
λ
定
期
船
業
の
車
団
連
L
ζ

海
運
政
策
同

第
八
十
己
巻

ノl

第

号

四
八

一
八
六
九
年
に
開
通
し
た
ス
エ
ズ
運
何
を
、
郵
政
局
の
反
対
に
よ
り
一
八
七
四
年
ま
で
利
用
で
き
辛
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

己

れ
も
士
た
、
政
府
当
局
が
郵
船
会
社
に
技
術
的
革
新
の
採
用
を
妨
げ
た
例
と
し

τあ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
亡
、
以
上
か
ら
次
の
事
実
が
検
出
さ
れ
た
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
月
定
期
船
会
社
白
形
成
過
程
を
み
る
と
き
、

国
家
の
郵
便
補
助
金
に
よ
る
手
厚
い
保
護
士
う
け
た
、
い
わ
ば
上
か

b
白
育
成
陀
よ
っ
て
成
立
発
展
し
た
海
運
資
本
ー
ー
キ
L

ナ

lv-

一
方
に
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
、
ピ

l

・
オ
I
等
の
郵
船
会
社
ー
ー
が
存
在
し
、
他
方
に
は
、
な
ん
ら
の
国
家
的
補
助
も
う
け
ず
、
技

術
的
革
新
の
積
事
的
採
用
に
よ
ヲ
て
、
い
わ
ば
自
生
的
な
発
展
の
道
士
歩
ん
だ
海
運
資
本
1

|イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
、
ブ
ル

l

・
フ
ァ

不
ル
等
ー
ー
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
と
れ
で
あ
る
。
モ
し
て
、
前
者
に
と
っ
℃
、
郵
便
補
則
金
ほ
、
会
社
の
設
立
(
あ
る
い
は
存
続
)

ヲ
イ
γ

、

を
可
能
た
ら
し
め
た
基
本
的
契
機
で
あ
り
、
ま
た
赤
字
補
填
・
利
潤
補
給
D
手
段
と
し
て
、
資
本
蓄
積
を
行
う
に
あ
た
っ
て
な
く
て
は

在
ら
な
い
横
粁
と
な
っ
た
こ
と
も
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
己
れ
に
た
い
し
て
、
後
者
は
己
白
よ
う
な
外
的
契
機
に
よ
る
こ
と
左
く
資
本

蓄
積
を
行
い
、
成
長
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
両
者
の
発
展
D
仕
方
〈
H

資
本
蓄
積
り
構
造
)
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
差
異

が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

τ、
わ
れ
わ
れ
は
、
両
者
を
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
定
期
船
資
本
形
成
の
二
つ
の
類
型
と
し

て
区
別
す
る
己
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
モ
し
て
、

こ
の
よ
う
た
二
類
型
の
蒸
汽
船
資
本
D
対
抗
関
係
心
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
、

ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
海
運
業
の
発
展
が
行
わ
れ
る
と
と
に
な
る
。
こ
う
よ
う
な
定
期
船
資
本
の
二
類
型
の
創
出
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス

郵
便
補
助
金
政
策
白
帰
結
で
あ
っ
た
。

(3) (2) (1) 
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ω
た
だ
し
、
一
八
四
六
年
に
グ
レ
ー
ト
-
ウ
エ
ス
タ
ン
会
社
が
運
航
を
停
上
せ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
事
情
と
し
ζ

は
、
キ
ヱ
ナ

I
ド
・
ラ
イ
ン
と
の

競
争
以
外
に
、
同
社
が
一
八
四
三
年
に
進
水
さ
せ
た
、
当
時
と
し
て
は
最
高
水
時
の
燕
汽
船
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ

γ
」

czm淳
司

=
E
E
が
不
幸

に
し
て
坐
礁
し
、
一
時
運
航
不
能
に
附
っ
士
こ
と
も
、
大
き
く
影
響
し
た
。

Q

n
同

〈

ロ

E
Eヨ
』

V
E
E喜一
2
h
N是
認

ミ

忌

聡

司

S
芯

2

0R
ぬ円

N
S
-
Mロ
品
。
《
凶
』
一

-c日寸
-
-
u
H
V
K
H
H
l品
目

同

w
r
E
m
w予
C
3

ミ
-
宅
N
甲
山

l
N
苛

仙

川

口
m
v
σ
]
少
。
市

s
m
-
H
ν
]
ロ
ω

同

z
s
r
P
4
5ヨ
同

省

寸

白

問
問
。
Z
E
O
P
4
3
h
ヨ日
v
-
u
H∞
品

i
Z聞
こ
こ
で
、
開
使
補
助
金
総
支
出
績
か
ら
郵
便
船
に
よ
る
郵
税
収
入
額
を
差
し
引
い
た
簡
が
政
府
に
と
っ

て
の
純
支
出
額
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
調
査
が
行
わ
れ
た
当
時
の
楠
助
金
支
山
総
額
は
八
二
万
五
千
ポ
ン
ド
、
郵
税

収
入
額
は
四
八
万
ポ
ン
ド

G
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
政
府
の
純
支
出
額
は
一
一
一
四
万
五
千
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。

例
一
八
主
じ
年
に
、
キ
ュ
ナ

1
ド
が
契
約
。
五
年
間
の
延
長
を
求
め
た
時
も
、
海
軍
省
は
そ
の
承
認
を
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
郵
政
局
は
公
募
入

札
制
を
行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
も
ら
ろ
ん
、
と
の
時
は
海
軍
省
の
主
張
通
り
と
な
り
、
航
路
延
長
に
に
い
し
て
三

0
0
0ポ
Y

ド
白
増
額

さ
え
認
め
ら
れ
て
い
る
(
第

2
表
参
悶
〉
。
門
同
居

2
r
n
oも
S
T
H
U
H
-

M
W

た
だ
し
、
郵
憤
船
は
最
大
口
径
の
大
砲
町
搭
載
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ラ
条
項
は
、
委
員
会
。
勧
告
に
よ
っ
て
、
一
八
五
三
年
に
廃

止
さ
れ
た
(
司
己

F
止
、
。
も

S
F
司
戸
】
)
。

川

判

官

民

間

切

仲

巴

ヨ

寺

号

、

司

同

日

日

祖

国

。

E
E
Q
P
4
2
T
司
】
∞
寸

ω
か
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
八
六

0
年
代
が
帆
船
か
ら
蒸
汽
船
へ
り
移
行
が
行
わ
れ
た
決
定
的
時
点
で
あ
り
、
海
運
業
の
近
代
的
構
成
が
成
立
し

た
時
点
で
あ
る
こ
之
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
(
州
杭
「
海
運
業
に
お
け
る
交
通
革
命
」
参
照
)
が
、
以
上
か
ら
し
て
、
海
運
政
策
り
而
で
も
、

六

0
年
代
は
一
つ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

M
M

冨
0
0
『
吋
も
れ
た
一
司
己
は
お
、
矢
崎
信
之
『
舶
用
機
闘
史
話
』
第
八
章
を
も
参
照
。

凶

仁

邑

E
ヲ
4
3
m
ヨ
司

N
N
m

拍

阿

国

紅

、

日

U

日
巴

イ
ギ
U
9

ス
定
期
舶
業
の
発
達
と
海
運
政
措
科

第
八
十
七
巻

九

第

ゴサ

四
九



イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
内
発
達
と
海
運
政
龍
仲

第
入
十
七
巻

回。
第
一
一
一
号

五
仁コ

州
問

H
Z
A
司
司
凶
()C
、印巴口四切丹仰向、
G
M守

R
O

立
-

H

U

N
仏
国

M
W

門
mwσ
一戸。唱。唱

E
N
喧
喧
日
)
円
凶
町
、
同
町
田
1
回目叶

ゆ
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
白

σ
f・。
hqs「
目
v
H
H
N
-
2
-
F
E
Q
E
M
〉
。

v
z一
司
℃
M
m
H
回
目
。
唱
を
参
照
。
な
お
、
イ
ン
マ
ン
・

ラ
イ
ン
は
こ
う
し
て
北
大
西
洋
航
路
に
お
い
て
は
キ
ュ
ナ
l
ド
ラ
イ
ン
に
つ
ぐ
大
船
会
祉
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
一
八
八
六
年
に
い
た
っ
て
財
政

的
厄
機
に
み
ま
わ
れ
、
合
靴
聞
の
資
金
を
導
入
し
た
た
め
、
一
八
九
三
年
に
合
衆
自
の
舶
会
社
「
ア
メ

p
カ
ン
・
ラ
イ
ン
」
〉
自

2
H
n
E
C
E
に

吸
収
さ
れ
た
。

同
門
口
H
σ
σ
P
O唱
円
U
N

明
}
唱
団
同
旧
日
l
l
H
U

印

同
前
掲
拙
稿
「
海
運
業
に
お
け
る
交
通
革
命
」
二
六
四
二
七
四
へ

I
ジ
参
照
。

M
H

し
か
し
、
ビ
l
・
オ

I

C
ば
あ
い
、
そ
の
採
用
は
永
続
的
な
・
も
の
で
は
な
く
、
ブ
ル
l
，
フ
ァ
ネ
ル
の
第
一
船
が
中
国
む
け
て
出
航
し
た
一
八
六
六

年
に
、
ふ
た
た
び
も
と
の
単
式
機
関
笹
口
m-oσ
ロ凹
E
O
に
復
帰
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
づ
ム
バ
ウ
ン
ド
・
エ
ン
フ
ン
が
恒
久
的
に
採
用
さ
れ
た

の
は
、
一
入
口
(OU
年
建
造
の
「
オ
l
ス
↑
ラ
"
リ
，
ア
」
〈
〉
己
耳
羽
才
己
芸
一
-
戸
一
=
一
六
六
四
ト
ン
)
か
ら
で
あ
つ
た
(
門
p
Z
。?
-
C凶も守

hsE刷ミ刊一:十

M凶
同
プ
ル

l
.
フ
ア
ネ
ル
は
、
リ
ヴ
ア
プ
l
心ルN
の
蒸
汽
船
圭
社
と
し

τ、
リ
ヴ
ア
プ

l
ル
の
貿
品
界
を
背
景
に
、
往
航
拍
冗H
物
と
し
て
主
に
マ
ン
チ
エ
ス

タ

l
産
業
資
本
の
生
産
す
る
綿
・
毛
織
物
製
品
を
相
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

τ、
同
社
の
海
運
活
動
は
、
漸
次
、
中
国
茶
の
輸
入
か
ら
イ
ギ
リ
ス

工
呆
製
品
の
抽
出
に
重
点
が
移
り
、
以
後
、
同
社
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
輪
開
貿
易
と
情
着
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
(
間
開
国
司
号
、
同
E
R

E
言
、
F
A
5
号
3

4
入
品
目
、
主
同
長
室
九

E
S
E
-辺
久
ピ
記
号
。
え
も
Q

三
回
富
山
吉
~
U
H
恥
一
H
C
m
戸
沼

M
Y
阜
、
日
ブ
戸
三
〉
。

M
W

プ
ル
l

フ
7

ネ
ル
の
凶
期
的
意
義
は
、
一
八
六
六
年
目
東
洋
航
路
進
出
で
あ
っ
た
が
、
同
社
の
創
立
者
ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・
ホ
ル
ト
は
、
東
洋
航

路
に
進
出
す
る
以
前
一
八
五
八
年
に
、
当
時
P

イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ル
が
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
た
西
イ
ン
ド
諸
島
航
路
へ
「
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
船
」

で
も
っ
て
進
問
を
こ
こ
ろ
み
、
成
功
し
て
い
ゐ
。
こ
れ
は
、
一
八
六

0
年
代
に
さ
ら
に
競
争
企
業
が
出
現
し
た
た
め
、
東
洋
航
路
へ
転
換
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
は
く
、
と
れ
も
補
則
金
を
う
け
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
同
航
路
で
も
、
北
大
西
洋
航
路
に
お
け
る
イ
ン
マ

シ
ラ
イ
ン
之
同
じ
役
割
を
果
し
た
と
い
っ
て
よ
い
(
田
宮

F
。
可
ミ
ヨ
司
弓
)
。

制

民

2
w
Z
Q
V
E
N
}
司

@

M
W

印
自
問
ω
吉
弘
一
生
長
一
句
回
出
な
お
、
こ
の
頃
か
ら
、
郵
便
補
助
金
も
か
な
り
の
械
簡
を
う
け
、
郵
便
運
送
の
つ
ス
ト
に
按
近
し
て
い
っ
た
、



L

乙
み
る
こ
と
が
で
き
よ
ラ
(
第
2

・
3
・
4
表
参
照
)
。

帥

出

Z
P
4
皇、
H
V
U
E
B

M
w
n
p
z
o
-
4
3町

】

M
U
U
E
N
区
∞

偽
同
一
守
礼
子
M
M
H品
目

五

む

す

び

以
上
か
ら
、
郵
便
補
助
金
が
イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
白
発
達
に
決
定
的
左
影
響
食
告
よ
ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
最

後
に
、
以
上
の
分
析
の
諸
結
果
に
も
正
づ
い
て
、
郵
便
補
助
金
政
策
の
意
義
を
は
っ
き
り
戸
せ
て
ゐ
さ
た
い
。

郵
便
補
助
金
は
、
直
接
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
植
民
地
と
の
郵
便
運
送
白
改
善
を
円
酌
v

と
し
て
支
給
さ
れ
た
。
が
、
ま
さ
に
平

日
目
的
に
工
っ
て
、
同
政
策
は
海
軍
政
策
と
し
イ
一
も
機
能
す
る
と
と
が
で
き
た
。
モ
し
て
、
海
軍
政
策
と
し
て
機
能
し
え
た
が
故
に
、

そ
れ
は
同
時
に
民
間
燕
汽
船
会
社
の
保
護
・
育
成
主
結
果
す
る
と
い
う
関
連
が
成
立
し
た
。
そ
の
ば
あ
い
、
技
術
的
に
未
発
達
た
蒸
汽

船
を
も
っ
て
運
航
を
開
始
し
た
設
立
当
初
白
郵
船
会
社
に
と
っ
て
、
郵
使
補
助
金
は
資
本
蓄
粧
を
行
う
た
め
の
左
く
で
は
た
ら
ぬ
横
粁

で
あ
っ
た
か
ら
、
蒸
汽
船
業
白
発
達
と
い
う
商
業
目
的
と
海
軍
力
の
補
強
と
い
う
軍
事
目
的
は
矛
盾
な
く
統
一
さ
れ
え
た
。
か
く
て
、

郵
便
補
助
金
は
、
イ
ギ
リ
ス
蒸
汽
船
船
隊
の
成
長
を
早
熟
的
に
促
進
し
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
植
民
地
と
を
結
ぶ
定
期
航
路
網
の
急
速
な

発
達
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
の
か
ぎ
り
に
沿
い
て
、
初
期
の
郵
便
補
助
金
政
策
が
イ
ギ
リ
乏
砧
汽
船
業
の
発
達

に
大
き
た
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
た
い
。

し
か
し
、
商
業
日
的
と
軍
事
目
的
と
は
い
つ
ま
で
も
矛
盾
な
く
結
合
し
て
い
た
か
っ
た
。
蒸
汽
船
の
技
術
的
発
展
が
す
す
む
と
と
も

に
、
軍
事
日
的
は
蒸
汽
船
の
商
船
と
し
て
の
発
達
に
た
い
す
る
制
約
と
な
っ

τき
た
白
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
旧
来
の
郵
使
補
坊
金
政

イ
ヰ
リ
九
定
期
船
業
の
発
達
ー
と
海
運
政
策
科

第
八
十
七
巻

問

第
三
号

K 



イ
ギ
日
ス
定
期
舶
業
の
発
達
と
海
道
政
策
同

第
八
十
七
巻

fi!] 

第
一
二
サ

ヲ千

策
は
逆
に
蒸
汽
船
業
の
健
全
な
発
達
を
妨
げ
る
も
む
に
転
化
す
る
。
モ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
郵
使
補
助
金
に
た
よ
ら
な
い
新
ら

し
い
タ
イ
プ
白
蒸
汽
船
資
本
が
登
場
し
、
二
類
型
の
蒸
汽
船
資
本
の
対
抗
関
係
が
成
E

ー
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸
事
情
の
た
め
に
、

郵
便
補
助
金
政
策
の
転
換
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
く
な
る

U

郵
便
運
送
契
約
の
鹿
骨
官
庁
が
郵
政
局
に
う
つ
づ
た
乙
と
が
、
モ
の
転

換
を
し
め
す
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ご
同
政
策
臼
実
施
方
法
は
改
め
ら
れ
、

二
・
三
・
四
表
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
移
民
運
送

(
1労
働
力
の
世
界
的
移
動
)

補
助
金
支
給
額
も
漸
次
減
額
さ
れ

τ
い
っ
た
こ
と
は
、

第

と
工
業
製
品
の
運
送

(
l産
業
資
本
の
輸
出
貿

易
)
が
定
期
船
市
場
の
中
心
と
な
る
に
つ
れ
亡
、

郵
便
運
送
白
比
盈
は
減
少
し
、
し
た
が
っ
て
郵
便
補
助
金
も
ま
た
、
通
説
的
い
う
よ

う
に
、
た
ん
に
郵
便
運
送
の
コ
ス
ー
を
支
弁
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
ヮ
て
く
る
、
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
〈
る
と
、
郵
便
補
助
金
政
策
は
、
モ
の
時
期
に
工
っ
て
兵
っ
た
性
絡
を
も
っ

τ
い
た
こ

ιが
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

も
っ
と
も
初
期
の
段
階
で
は
、
そ
れ
は
、
民
間
燕
汽
船
会
社
の
保
護
・
育
成
に
大
古
在
役
割
を
は
た
し
て
、
恭
汽
船
業
の
発
達
に
積
極

的
社
貢
献
を
中
な
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
五

0
年
代
か

b
六

0
年
代
に
か
け
て
は
、
道
に
阻
止
的
社
作
用
を
あ
た
え
、
つ
ぎ
に
、
同

政
策
の
実
施
方
法
が
改
め
ら
れ
た
六

0
年
代
太
か
ら
は
、
じ
よ
じ
よ
陀
燕
汽
船
業
の
発
達
に
た
い
し
て
中
立
的
在
意
義
し
か
も
た
な
く

評
価
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
の
は
、

な
っ
て
い
づ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
u

し
た
が
っ
て
、
ど
白
時
期
主
主
に
考
え
る
か
に
よ
っ

τ、
モ
の
一
許
価
は
具
っ
て
く
る
。
従
来
そ
の

こ
の
こ
と
に
も
と
づ
く
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
郵
便
補
助
金
政
策
が
も
た

b
し
た
結
果
か
ら
、

モ
の
評
価
h
L
b
こ
た
わ
ね
ば
た
ら
な
い
。
モ
し
て
そ
の
結
果
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
定
期
船
資
本
の
二
類
型
心
創
出
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
二
類
型
を
生
み
だ
し
た
六

0
年
代
末
以
前
白
郵
便
補
的
金
と
、
以
後
の
そ
れ
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
モ
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
発
達
と
郵
便
補
同
金
政
策
と
の
関
係
を
同
組
と
す
る
ば
あ
い
に
は
、
前
者
セ
中
心
に
と
り
あ
げ
、
モ
白
時
期
の

郵
便
補
助
金
政
策
を
統
一
的
に
担
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
時
期
の
同
政
策
に
注
意
を
集
中
し
た
白
は
、
こ
の
よ



う
た
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
心
、

い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
郵
便
補
助
金
政
策
を
判
定
の
蒸
汽
船
資
本
に
た
い
目
す
る
一
つ
の
保
設
γ
凡

テ
ム
で
あ
フ
た
、
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
れ
故
モ
れ
は
、

一
方
で
え
ら
ば
れ
た
荒
川
汽
附
資
本
を
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
蒸
汽
船
業
の
早
熟
的
な
一
発
注
を
も
た
ら
し
た
が
、
他
方
に
沿
い
て
、
競
争
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
亡
、
蒸
汽
船
業
の
建
全
な

発
展
士
閉
止
す
る
も
の
と
も
な
フ
た
。
そ
白
た
め
、
保
護
シ
ス
テ
ム
外
部
で
白
蒸
汽
船
資
本
心
発
達
を
ま
ね
さ
、
保
護
政
策
で
あ
る
こ

と
を
止
揚
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ο

郵
便
補
助
金
政
策
の
意
義
士
、
わ
れ
わ
れ
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
と
と
が
で
き

る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
も
う
一
つ
¥
つ
ぎ
の
点
に
注
日
し
て
ゐ
古
た
い
。
モ
れ
は
、
近
代
的
海
運
業
の
形
成
過
程
に
ゐ
い
て
、
二
類
型

の
海
運
資
本
が
創
出
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
月
に
お
い

τ
の
み
で
は
な
か
フ
た
己
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ

τ、

「
無
類
保
護
」
と
よ
ば
れ
る
明
治
政
府
の
上
か
ら
の
千
厚
い
保
護
・
育
成
に
よ
っ
て
、

船
・
大
阪
商
船
等
mw

「
社
船
」
が
定
期
船
資
本
と
し
亡
成
立
・
発
展
し
た
白
に
た
い
し
て
、
他
方
に
沿
い
て
、
三
井
物
産
船
舶
部
・
山

日
本
に
お
い
て
も
、

一
方
に
ム
沿
い
て
、

日
本
郵

下
汽
船
・
辰
馬
汽
船
等
の
「
社
外
船
」
が
な
ん
b
の
保
護
hz
う
け
ず
、
不
定
期
船
資
本
と
し
て
成
立
・
発
達
し
、

「
特
権
階
級
た
る
社

船
と
非
特
権
階
級
た
る
社
外
船
と
の
対
立
・
競
争
関
係
は
、
爾
僚
の
日
本
海
運
発
達
史
の
根
底
に
一
貫
し
亡
流
れ
て
い
る
し
点
が
解
明

さ
れ
る
に
い
た
ヮ
た
。

特
権
的
な
「
札
船
」
資
本
と
非
特
権
的
な
「
社
外
船
」
資
本
臼
展
開
は
、
あ
さ
b
か
に
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
海
運
資
本
形
成
心

二
類
型
を
じ
め
す
も
の

E
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
白
二
類
型
を
創
出
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
明
治
政
府
の
「
社
船
」
に
た
い
す
る
保
護

政
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
に
沿
け
る
近
代
的
海
巡
業
の
形
成
過
程
と
日
木
に
お
け
る
そ
れ
と
は
一
つ
の
共
通
性
を
も
っ
て

イ
ギ
リ
ス
定
別
船
業
心
発
達
三
泊
述
政
策
伺

都
八
十
七
巻

四

2府

ミて



イ
ギ
リ
ス
定
期
船
業
の
括
法
と
海
運
政
策
伺

第
八
1
1
包
巻

同
J2:9 

第
一
コ
サ

五
回

hv
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
に
は
和
々
の
相
違
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
定
期
船
資
本
の
二
類
型
と

「
社
外
船
」

1
不
定
期
船
と
し
て
形
成
さ
れ
た
点
、
保
護
の
程
皮
は

後
進
国
日
本
に
わ
い
て
は
る
か
に
ー
向
か
っ
た
点
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
只
に
お
い
て
は
下
か
ら
白
生
的
陀
発
展
し
た
企
業
群
が
技
術
的
革
新

白
採
用
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
「
社
船
」
船
主
が
上
か
ら
の
保
護
の
治
か
げ
で
新
技
術
の
採
用
が
可
能
に
た
っ

た
点
、
た
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
か
ら
の
国
家
的
保
護
の
ず
兄
テ
ム
が
近
代
的
海
運
資
本
の
二
類
型
を
生
み
だ
し
た
と
い
う

し
て
形
成
さ
れ
た
の
に
対
し
亡
、
日
本
で
は
「
社
船
」
H
H
定
期
船
・

基
本
的
な
山
川
に
沿
い
て
は
、
両
者
は
ま
っ
た
え
同
一
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
白
事
実
は
、
世
界
各
国
に
ゐ
け
る
近
代
的
梅
運

資
本
の
形
成
過
程
を
研
究
す
る
さ
い

D
I
l
l
と
く
に
、
保
護
政
策
と
り
関
係
主
明
ら
か
に
す
る
ば
あ
い
の

1
l
一
つ
の
分
析
基
準
を
提

供
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
心
他
各
国
に
お
け
る
近
代
的
海
運
業

形
成
過
程
。
比
較
研
究
を
進
め
る
必
更
が
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
た
ら
た
い
。

ω
郵
便
運
送
の
比
重
の
減
少
と
と
も
に
、
郵
船
会
社
は
郵
恒
補
助
令
を
も
っ
て
資
本
苔
翫
の
積
杵
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
た
め
に
危
機
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
た
と
え
ば
、
ピ
l

・
ォ
ー
の
ば
あ
い
|
|
本
稿
鵠
凶
節
四
七

l
凹
八
ペ
ー
ジ
ー
ー
を
参
照
を
れ
た
い
)

n

そ
し
て
以

後
は
、
二
つ
り
タ
イ
プ
の
企
業
も
資
本
帯
積
の
構
造
に
ふ
質
的
な
弟
異
は
な
く
な
り
、
二
煩
型
は
漸
次
解
出
に
む
か
つ
士
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
解
消
が
も
っ
と
も
早
く
始
っ
た
り
は
、
北
大
西
洋
航
路
で
あ
り
、
一
八
六
八
年
押
収
早
く
も
キ
ュ
ナ
l
ド
・
ラ
イ
ン
の
独
占
は
廃
止
さ
れ
、
イ
ジ

マ
ン
・
一
フ
イ
ン
も
郵
便
補
助
金
を
う
け
と
る
。
し
か
し
、
一
日
世
的
に
は
、
海
運
同
盟
の
成
立
を
も
〉
て
、
そ
り
解
消
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。

ω
ソ

l
ン
ト
ン
は
、
も
っ
と
も
初
刷
。
郵
恒
補
助
金
を
も
っ
て
そ
の
富
義
を
評
価
し
、
ミ

l
カ
ー
は
山
中
期
の
そ
れ
を
も
っ
て
評
価
L
ょ
う
と
し
て
い
る
、

ι考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
通
説
は

λ
0年
代
末
以
降
り
そ
れ
を
込
っ

τ評
価
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
(
本
稿
第
一
節
注
例
的

ω

l
経
済
論
叢
第
八
十
七
巻
第
一
万
一
心
一
心
一
心
一
ペ
ー
ジ
参
尉
)
。
い
ず
れ
も
一
面
的
な
許
価
と
い
う
こ
之
が
で
さ
る
。

ω
従
来
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
海
巡
業
の
形
成
は
、
こ
り
「
社
船
」
資
本
の
発
達
し
乙
し
て
理
脚
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
保
護
政

策
と
「
社
船
」
自
発
達
と
の
閑
慌
に
つ
い
て
は
、
富
永
祐
治
『
交
耐
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
」
第
二
章
「
海
運
史
に
お
け
る
同
家
と
戦
争
」
が



く
わ
し
い
。

ω
佐
々
木
誠
治
「
社
外
船
の
系
譜
ー
そ
の
一
ー
l
」
同
際
杭
許
肝
究
牛
報
百
一
心
八
ベ
ジ
。

川
阿
佐
々
木
誠
治
氏
の
「
社
外
船
」
に
か
ん
す
る
一
連
の
研
究
を
事
服
さ
れ
た
い
。
そ
り
う
ち
、
重
要
な
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

「
歴
史
的
概
念
、
ど
し
て
の
社
船
・
社
外
船
」
海
事
研
究
節
二
五
号
、
「
第
一
次
位
界
式
戦
時
に
お
け
る
社
外
船
経
営
の
発
肢
と
変
貌
」
国
民
経
済

雑
誌
第
九
十
一
巻
第
五
号
、
「
社
外
船
の
系
譜
モ
の
一
ー
l
」
前
掲
。

ω
こ
の
と
尽
に
い
ち
は
や
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、
大
島
藤
太
郎
氏
で
あ
る
。
大
島
藤
太
郎
・
蔵
国
道
「
日
本
交
泊
政
施
』
停
説
二
五
三
二
ペ
ー
ジ

参
照
ω

M
W

こ
の
よ
う
な
相
違
点
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
運
業
の
先
進
性
、
日
本
海
運
業
の
後
進
性
を
示
す
も
り
で
あ
り
、
世
界
資
本
主
義
の
ど
り
ょ
う

な
発
日
出
段
階
で
、
各
聞
の
近
代
的
海
運
業
が
形
成
さ
れ
た
か
が
、
天
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
り
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
一
九
六
一
年
一
月
二
十
四
日
〕

〔
珂
記
〕
本
研
究
は
昭
和
三
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
令
機
関
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
郎
で
あ
る
。
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